
2.1 2020年秋の大会における核データ部会企画セッションに関わる審議のお願い 

 

   企画担当 原子力機構 木村 敦 

 

 2020年春の年会の中止に伴い、企画していた「核データ部会、シグマ調査専門委員会 合

同セッション 核データ部会 20 年間の歩みとこれからの 20 年」も中止となった。しかし

ながら、部会創立 20周年に合わせた企画は是非行いたいと考えており、学会の事務局に同

一(類似)内容での実施の可否を確認したところ、 

 同じ企画で実施することは問題ない。 

 予稿についてはすでに公開されているので、そのまま転載する場合は、 

予稿のどこかにそのことを記載すれば可。 

との返事をいただいた。 

よって、2020年秋の大会において同一内容での企画セッションを行いたいため、審議

をお願いしたい。なお、下記に中止された 2020 年春の年会でのセッション内容を示す。 

 

・・・・・・・・・・2020年春の年会 企画内容（敬称略）・・・・・・・・・・・・・ 

核データ部会、シグマ調査専門委員会 合同セッション  

セッション名： 核データ部会 20年間の歩みとこれからの 20年  

座長    ： 九州大学 渡辺 幸信 

 

講演タイトル及び講演者 

核データライブラリーの揺籃期から部会設立まで  東京工業大学 吉田 正 

核データ部会 20年に寄せて    原子力機構  深堀 智生 

私の夢見る 20年後の核データ研究 ～測定研究を通して～ 原子力機構  木村 敦 

20年後の未来へ、核データから道を切り拓く  原子力機構  湊 太志 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

以上 


